
　岡崎地区地域安全推進員会が地域の他団体と防犯研修を実施

　平成２７年７月７日、「安全で安心できるまちづくり」と題して、岡崎地区地域安全推進員
会による防犯研修会が開催されました。
　研修会には、岡崎地区地域安全推進員会だけでなく、岡崎地区内にある様々な団体からも大
勢の人が参加して、地域の防犯についての知識を深めました。
　また、和歌山東警察署生活安全課の松本係長を講師に招き、最近の犯罪傾向や防犯に関する
講演も行われました。

和歌山県内における特殊詐欺被害（平成２７年１月～６月末）

　和歌山県内における、平成２７年１月～６月の特殊詐欺による被害認知状況は２５件で、前
月から５件増加しています。また、その被害金額も２億３百万円を超えています。
　特殊詐欺による被害で最も件数が多くなっているのは、「架空請求詐欺」の１３件です。
　架空請求詐欺は、主にインターネットや郵便などを利用し、不特定多数の者に対して、未払
い料金があるなど架空の事実を口実として、お金を騙し取る犯罪です。
　身に覚えのない発信元からのメールに表示されているアドレスにアクセスしたり、不用意に
電話をかけたりせず、まずは、落ち着いて、周りの人や最寄の警察署、『＃９１１０（警察相
談電話）』などへ相談をしましょう！
　※数値は、全て暫定値です。

第１２５号

平成27年7月7日

青パト“まもるくん”の防犯ニュース
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地域の各種団体が集まって防犯研修会 ～岡崎～


